


 

 

鎌倉都市計画高度地区の変更 

 

鎌倉都市計画高度地区を次のように変更する。 

 

種 類 面積 建築物の高さの最高限度又は最低限度 備考 

第１種高度地区 約３４４ha 
建築物の高さの最高限度は、１５メート

ルとする 

 

第２種高度地区 約３０９ha 
建築物の高さの最高限度は、２０メート

ルとする 

 

第３種高度地区 約１８１ha 

建築物の高さの最高限度は、３１メート

ルとする 

ただし、工業系建築物以外の建築物は、

２０メートルとする。 

 

第４種高度地区 約７１ha 
建築物の高さの最高限度は、３１メート

ルとする 

 

 

「位置及び区域は計画図表示のとおり」 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

１．制限の緩和 

（１） 建築基準法（昭和２５年法律第２０１号）第５９条の２第１項、第８６条第３

項若しくは第４項又は第８６条の２第２項若しくは第３項（同条第３項の許可

にあっては容積率の限度を超えるものとすることができるものに限る。）の許可

を受けた建築物については、上記表に掲げる建築物の高さの最高限度（以下「基

本最高限度」という。）に対し第 1 種高度地区においては５ｍ、第２種高度地区

又は第３種高度地区で基本最高限度が２０ｍの場合においては１１ｍ、第３種

高度地区で基本最高限度が３１ｍの場合又は第４種高度地区においては１４ｍ

を加えた数値まで緩和することができる。 

（２） 既存不適格建築物（この都市計画変更の告示の日に現に存する建築物又は現に

建築、大規模の修繕若しくは大規模の模様替の工事中の建築物で、その高さが

基本最高限度を超えるものをいう。以下同じ。）の建替えで、周辺の市街地環境

の維持に支障ないものとして市長があらかじめ建築審査会の意見を聴いた上で

認めたものについては、基本最高限度を当該建築物の高さの範囲内で緩和する

ことができる。 

 

２．適用除外 

次のいずれかに該当する場合は、建築物の高さの基本最高限度を適用しない。 

（１） 都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第１２条の４に規定する地区計画等

で建築物の高さの最高限度が定められている区域内において、建築、大規模の

修繕、大規模の模様替又は用途変更を行う場合 

（２） 既存不適格建築物について、大規模の修繕、大規模の模様替若しくは用途変更

を行う場合又は基本最高限度の範囲内における増築を行う場合 

（３） 建築物の高さの基本最高限度を超える必要性があり、かつ、当該地域の居住環

境及び景観を阻害しないものとして市長があらかじめ都市計画審議会の意見を

聴いた上で認めたもの 

（４） 高度利用地区内における建築物の建築、大規模の修繕、大規模の模様替又は用

途変更を行う場合 

 



 

理 由 書 

 

 

鎌倉市は、三浦半島の基部に位置し、南は相模湾に面し温暖な気候と山・海の

豊かな自然に恵まれた都市であり、「古都として風格を保ちながら、生きる喜び

と新しい魅力を創造するまち」の実現に向け、「くらしに自然・歴史・文化がい

きる古都鎌倉」を基本理念としています。 

鎌倉市では市域の多くに、第一種低層住居専用地域、風致地区、高度地区、景

観地区を指定し、建築物の高さの最高限度を定めています。一方、法的な高さ

の最高限度を定めていない区域では、個別の建築物に対し市域全体から俯瞰し、

地域特性等を捉えた行政指導を行い、建築物の高さを誘導してきました。しか

し、近年、行政指導では十分に対応できない状況や建築技術の進歩による高層

建築物の建設への懸念などが生じてきています。 

こうした背景から、鎌倉市域における建築物の高さの最高限度のあり方を再検

討し、平成 30年 11月に鎌倉都市計画高度地区指定拡大方針を策定しました。 

このたび、この方針に基づき、高度地区を変更し、区域を拡大するものです。 



都市計画を定める土地の区域 

 

 

追加する部分 

 鎌倉市 

 関谷字島ノ神及び字長者久保、岡本字外耕地、玉縄二丁目、岩瀬字上土腐、

下土腐、中耕地及び平島、大船字戸部、大船一丁目、大船二丁目、大船三丁

目、小袋谷字八反目、小袋谷一丁目、台一丁目、台二丁目、山崎字上河内、

字下河内、字八反目、字宮廻り、字前田、字打越及び字富士塚、上町屋字長

島、字吉目、字池ノ下、字谷戸及び字山ノ根、寺分字上陣出、字陣出、字堅

畑及び字藤塚、寺分一丁目、手広一丁目、手広二丁目、笛田一丁目、笛田二

丁目、笛田四丁目、笛田五丁目、梶原字宮里、字外耕地、字内耕地、字八町

面及び字古川、常盤字上耕地、字下耕地、字九反田、字大丸及び字殿入、津

西一丁目、腰越二丁目、腰越三丁目、腰越四丁目並びに腰越・津字川間 

 

削除する部分 

 なし 

 

変更する部分 

 鎌倉市 

 関谷字石原谷戸及び字下坪、城廻字中村、字清水小路、字城宿及び字打越、

植木字相模陣、字植谷戸及び字峯ノ下、玉縄一丁目、玉縄三丁目、玉縄四丁

目、玉縄五丁目、岡本字耕地、岡本一丁目、岡本二丁目、岩瀬字上耕地、字

北山及び字内耕地、岩瀬一丁目、今泉一丁目、今泉二丁目、今泉三丁目、今

泉四丁目、大船字谷之前、字西之根、字山崎及び字宮之前、大船四丁目、大

船五丁目、大船六丁目、小袋谷字谷耕地、小袋谷二丁目、台字亀井、字西之

台、台三丁目、台四丁目、台五丁目、山崎字倉久保、山ノ内字宮下小路、字

藤源治及び字松岡、手広三丁目、手広四丁目、手広五丁目、手広六丁目、西

鎌倉二丁目、西鎌倉四丁目、笛田三丁目、梶原一丁目、梶原二丁目、梶原三

丁目、梶原四丁目、常盤字殿入下、字峯山、字御所ノ内及び字仲ノ坂並びに

腰越一丁目 
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